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口
埋

“

斤

－
口

Ｈ

而

『

｝

，

口

■

¶

口

、

－

叶

亭

］

Ｈ
べ

〒
十

｛

〒

冒
昌

、

亭

¶
Ｎ

¶

口

ｖ

キ

哩

〒

＾
曽
〕

、

｝

¶
ｏ

貝

¶

ｖ
咄

斗

ｖ
＋

｛

〒

冒
芭

苫

¶

ｕ

－

亭

、

川

ｖ

半
屯

〒

富
望

芽

｛

ヨ

Ｈ
一」

｝
ｏ

＋

｝

〒

富
む

Ｈ
出

〒
口

｝

Ｈ

｝
十

｛

〒

＾
曇

Ｈ
＾

〒
一」
叫

↓

Ｔ
－
冒

亭

］
『
；

き

ミ

ロ

斗
べ

「
｛

宰

〒



８号外第 ６８ 号官火喀日平成 １７ 年 ３月 ２９ 日

信
色

Ｈ

Ｎ

〒
口

Ｖ
キ

蛆

〒

冨
巳

；
’

可

－
口

十

甘

“

□

キ

Ｎ

¶

口

ｖ

＋

｛

〒

富
豊

縢
■

¶

■

〒
■

¶

口

ｖ

＋

珪

７

包
畠

μ

τ

点

斗

Ｖ

｝

斗

－

亭

－

出

、

宇

〕

『

１

㌔
亭

盲

口

斗
べ

７

＋

哩

〒

＾
曽
〕

、
…

ｖ

＋

｛

〒

＾
呂
ｕ

『

ｖ

｝

叫

¶

ｖ

Ψ

ｖ

－

＼

ｉ

Ｈ

ｖ
＋

蛆

〒

富
里

甜
甫

瞠

、

１１

、

十

屯

〒

＾
崖
〕

斤
＾

㌦

川

ｖ

＋

｛

〒

＾
竃
〕

ヰ
ベ

｝

ヒ

蛆
“

『

“

㌧

甘

ｖ
－
一」

ｖ
肥

十

哩

７

＾
曽
〕

争

回
甫

斗

〒
一」

ｏ

ト
堂

罰

貞

μ

｝

１
＋

蛆

〒

＾
呂
〕

斤

〒
颪

甫

斗

＝
」
ロ

ト

望

罰

〉

“
｝

「

十

珪

〒

缶
３

斗
虫

｝

斗

吐

亭

Ψ

ｖ

＋

蛆

〒

＾
雷
〕

肖
一」
］

］

１

亭

日

十

｛

〒

曲
脂

苗
‘
吉

“
呂

竃

由
司
饒

＾
こ

－
目
－
蒼

｝
由
■
目
甫
齪
曽

十
岨

〒

＾
巴

苗

■

百

｝

｝

曲

頸

→

萬

・

→

齪

＃

卦

宇

｛

ｖ

＋

時

〒

富
〕

宮

■

持

喘

罰

｛

弟

田

・

聖

引

尭

，

芽

宇

｛

、

ヰ

宰

〒

♂
一

富

毒

｝
由
詫
吉
ｏ
昔
宇
“

、
十
｛
干

＾
３

苗

，

冒

■

｝

甫

螂

与

宇

｛

、

十

｛

〒

＾
３

曲

■

箏

■

｝

喜

嗣

苧

亭

■

ｖ

＋

｛

〒

＾
ご

国
■
箏
｝
｝
蠣
匝
十
里

７

＾
田
〕

＾
罠
●
荘

｝
由

島

鐵

㍉
回

“
一」

ｖ

＋

珪

〒

＾
巴

雷
■

邊

｝
由

竈

囲

・

螂

籔

３
山

宮

日

“

哩

〒

＾
自
ｕ

曲

■

む

岸

■

聰

珊
キ

哩

〒

－
臼
罰
荘
岸
討
別
削

＾

こ

■

壼

由

㌻
宇

ｕ

，
Ｎ

＋

｛

〒

＾
ど

１

竈

由

鴉

曲

皿

十

宰

〒

＾
３

１

簑

詑

π

７

竈

曲

甫

甫

■

封

ｏ

＃

亭

｛

ｖ

＋

｛

〒

甘

１

１

×

嘗

｝

誼

再

＾

＾

こ

｝

｝

貝

目

畠
ヨ

む

閉

討

甘

ｏ

■

片

富
リ

＾
３■

〕

＾
３

＾
３

＾
ご

＾
３

＾
巴

目
昌

○
巳

｝

｝

月

目

旨

臼

む

｝

由

Ψ
■」

１

只

｝

Ψ

｝

目
血
π
吉
－
“
暮

蠣

由

“

ｏ

－

＾

｝

｝

■

目

誼

鶉

暮
｝

由

廿
一」

１

Ｎ

盲

｝

砧

目

｝

ヰ

薯

｝

由

“
一」

－

ｘ

｝

｝

■

目
■

口

竈

｝
由

“
－」
１

Ｘ

｝
｝
■
目
苗
鐵

姜

｝
由
Ｖ
一」
１
Ｘ

町

ψ

■

目

嘗

誼

山

口

籏

２

脚

由

Ψ
一」
－

ｘ

町

｝

■

自

曽

剖

・

申
吉

“

む

｝

詑

Ψ
一」
１

ｘ

苗

｝

｝

目

嘗

亜

・

居

辛

嚢

喘

討

吋
一」
－

只

肯

｝

■

自

旨

蘂

・

申
吉

菱

割

由

廿
一」
■

ｘ

自
呂

冒
呂

ｏ
ｅ

冒
巴

筥
８

筥
巳

冒
里

冒
雪

“

｝

■

自

ｏ

苗

・

“

ψ

■

自

口

颪

・

｝

｝

■

目

時

吉

“

“

山

■

目

申

吉

七

｝

ｕ

貝

目

曲

曽

」

衙

｝

刃

目

嘗

封

一」

１

＾
屯

ψ

■

目

曽

討

ｏ
１
×

｝

｝

｝

自

串

討

仁
１
ｘ

岳

掛

撞

｝

罰

Ｖ
一Ｌ
ｌ

Ｘ

｝

専

重

螂
饒

由

廿
一Ｌ
ｌ

Ｘ

・

畠

盟

篶

｝

由

｝
一」
１

Ｘ

・

吾

＄

瞳
■

饒

封

Ψ
ｏ

１

×

冴

辛
｝
里
－
｝

罰

甘
一」
－

×

ｂ

竈

・

｝

串

蒔

着

則

討

吋

、
肝

吉

“

・

畠

曲

珪

岬

由

甘

・

畠

閨

・

孟

ヰ

緕

膚

｝

珀

Ψ

＾
阯
昌

甘

｝

虫

自

時
吉

“

・

註

囲

｝
専
山
匿
螂
宙

ヨ

Ψ

一
」

１

Ｘ

＾
昌
〕

“

山

■

自

目
討

・

峠
吉

“

畠
曲

・

苦

ヰ

蓬

｝

罰

Ψ
に

－

ｘ

○

口

生

出

●

‘

告

示

□

百
一
一
十
一
一
〇

竈
，
珪

竈

和
三

十
豆
年

珪

暮

百
四
十
五

量

籏
四

十

一

魚

螂

三

■

切
邊

定

に
讐
一一

宕
、

‘

，

誌

鴉

四

十

一

集

螂

三

項

切

規

定
忙

よ

ｏ

口
生

労

ｏ
⊥
＾
臣

胡

定

由

若

匿

”

伽

器

の

讐

ヰ

荏

次

の
よ

う

仁
走

由
、

平

成

十

七

牛

四

月

一

目

よ

ｏ

コ

用

す

召
．

平

庇

十

七

年
一
二
月

＝

十

九

目

口
生
労
■
犬
臣

口
辻

秀
久

賞

■

珪

籏

四

十

一

集

＾

三

〇

の

規

定

に

よ

ｏ

口

生

労

■

夫

壷

が

定

由

君

医

白

ｏ

碍

田

’

，

目

虫螂
一
，

一
岨
的
！
虫
，
■

＾
寛
一
集
－
罰
六
曼
〕

籏
＝
竈

唖
甘
政
ぴ
聰
邊
１
求
，
■

＾
寛
七
集
－
寛
十

七
集
〕

閏

則
，
‘

，

一
岨
曲
亘
求
，
珂

＾
岨
叶
〕

，

一

‘

匿

■

｝

岨

＾
ヰ

昌

山

軸

切

た

由

に

使

用
吉

血

昌

，
」
と

却

目

的

と

さ

血

て

い

着

も

切

荏

除

く
．

與

下

同

じ

Ｊ

肚
，

当

武

匿

□

■

密

固

■

囲

さ

れ

た

使

用
集

伴

及

ぴ

月

芸
ヒ

従

い
．

吉

た
．

必

１

に

応

じ
．

技

術

知

●

且

口

轟

■

を

有

し
．

並

口

に

岨

亡

及

ぴ

ｍ

ｏ

壱

曼

け

た

ｉ

囲

吉

加

た

■

用

者

に

よ

コ

て

ｉ

正

に

曲

用

さ

れ

た

ｏ

合

１＝

宅
い

て
，

Ｏ

ぎ

面

’

味

扶

Ｏ

及

σ

去

全

壱

拒

な

わ

な

い

よ

う
．

ｏ

月

岩

及

口

＾

三

者

＾
匿

，

●

害

晒
ｏ

月

に

あ

た

ｏ

て

箏

三

“

の

安

全

中

ｏ

＾

に

ほ

，

吉

及
憎

す

■

合

１＝

咀

君
Ｊ

切

虫

全

中

Ｏ

■

崔

吉

す
，
」
と

胡

な

い

よ

う
．
並

ぴ

仁

＾

月

⑰

臼

に

毘

生

す

邑

危

饅

性

ω

寝

庄

が
、

モ

晒

使

用

に

よ

「

て
□

著

画

柵

昌

れ

る

有

用

佳

１＝
比

し

て

時

害

で

含

呂

ｏ

田

内

に

畠

ｏ
，

ｏ

水

串

切

ｏ

口

及

ぴ

虫

全

の

ｏ

卸

却

司

佗

な

上

う

に

唖

甘

及
ぴ

型

迫
吉

ｎ

て

い

な

け

れ

ぱ

な

昌

直

い
．

＾
リ

ス

ケ

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト
〕

，
一
一
竈

匿

■

ｏ

讐

の

咀

叶

及

ぴ

蜆

造

ヒ

偏

君

螂

造

匝
売

萎

又
は
臼
追
，
岩

＾
以
下

ヨ
ー
遣
唖

売
薫
盲

ｏ
」

と

い

う
．
〕
は
、

，

饒

晒

拉

柵

に

立

凹

し

て

匿
，

ｏ

岨

切
去

全

性

を

＾

倶

し

な

け

れ

ぼ

な

昌

な
い
．

危
饒

性

切

個

■

が

蔓

求

昔

れ

有

■

舎
、

四

造

颪

売

彙

吉

箏
は

各

危

害
に

コ

い

τ

切

艘

吉

す

畳

危

饒

性

が

許

専

自

れ

君

ｏ

囲

内

に

あ

有

と

判

饒

吉

れ

昌

よ

う
に

拮

饅
性

を

Ｏ

理
Ｌ

た

け
れ

旺

な

昌

な

い
．

－
」
匝

■

合

忙

畠

い

て
、

蜆

迫

艘

売

，

音

○
ほ
次
切
各
号
に

澤

君
箏

■
珪
当
嗜

各
｛
の
□
序
に

従

い
、
危

饅

性

の

讐

！
忙

ｉ

用
し

右

け

れ
直

な

昌

な

い
．

一

旺

知

又

は

予
＾

し

，
看

危

吉

壱
■

別

し
、

竈

画

昔

血

た

償

用

方

苗

及
口

手
邊

Ｌ

打

君

艘

使

月

に

起

困

す

苔

危

饒

性

を

岬
価

す

昌

こ
と
．

＝

舳

号

に

よ

ｏ

，
ｉ

昔
れ

た

危

嗅

牲

崔

幸

口

的

担

虫

全

股

叶

及
口

臼

邊

岳

竈

じ

τ
．

台

理

由

忙

実

行

司

能

む

咀

ｏ

ｏ

去

す
巷

こ

と
．

三

前

号
に

■

づ

く

危

政

性

の

瞠

去

｛

行

「

止

笹

に

艘

存

す

暑

危

嗅

性

吉
竈

切

た

肪

□

手

段

＾
■

ｏ

崔

■

崔

台

む

Ｊ

に

よ

り
．

賞

行

可

値

症

咀

ｏ

低

口

す

若

…

と
．

四

蠣
一
一
号

に

■
づ

く

埴

良

性

ｏ

噴

去

壱

行

コ

た

筍

に

籏

存

す
有

危

瞠

性

崔

示

す
ー」
と
．

＾
医

轟

邊
⑭

性
帽
及
ぴ
杣
蛇
〕

口

三

彙

匪
■

ｏ

盟

暗
，

聰

遣

ヨ

■

薫

者

箏

切

竈

囲
す

る

性

能

壷

籔
ｏ

で

宕

な

け

れ

Ｈ

な

昌

す
．

医

，

ｏ

器
と

し

て
の

ｏ

岨

崔
兜

抑

て

冒

昌

よ

う

股

甘
、

黎

追

及

ぴ

包

装

さ

れ

右

け
血

ぱ

た

昌

担

い
．

藪

且

固
寿
命
〕

＾

四
鶉

曇
拍

脹

売

景

者

Ｏ

が

唖

定

Ｌ

た

医

竈

Ｏ

聖
画

聰

品

晒
｝

巾

切
ｏ

囲

内

に

由

い

て

当

饒

匿

■

，

鶉

が

蜆

造

唖

完
彙

吉

ｏ

切

脂

示
に

従

「

て
、

竈

肯

の

値

用

集

件

下

に
由

い

て

毘
生

し

う

君

ｏ

荷

崔

畳

け
．

か

つ
、

臼

拮

田

売

，
吉

箏

固
指

示

Ｅ

社

コ

τ

ｉ

切

に

倶

守

昔

れ

た
ｏ

台

に
、

閨

ｏ

ｏ

鴉

切

時

性

艮

ぴ

性

帽

は
、

口

者

又

ほ

ｏ

用

盲

岩
」

く

胆

螂

三

者

切

Ｏ

口

皿

口

虫

全

壱
Ｏ

か

す

肯

吉

な

〃

■

壱

与

北

昌

邊

’

に

労

化

０
６＝

よ

君
口

雌

■

崔
呈

け

君

も

切

で

畠

コ

て

は

な

昌

な

い
．

＾
■
還
及
び

保
ｏ

蔓

＾

五

＾

匿

■

■

肥

は
．

聰

邊

靹

亮
簑

古

頸

切
指

示

亜
ぴ

○

竈

に

徒

コ

た

彙

倖

価

下

で

■

蛍

及
ぴ

蜴
ｏ

吉

れ
、

か

つ

責

画

吉

れ

た

佳

月

方

監

で

｛

用
吉

刊

た

ｏ
告

ヒ

お

い

τ
、

モ

固

特

性

及
ぴ

性

曲

が

低

下
し

な

い
よ

う

咀

計
、

聰

追

及

む

包

芸

吉

れ

て

い

左

時

れ
ほ

な

筍

な
い
．

＾
医
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